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第
５
回
市
議
会
定
例
会　

議
案
賛
否
一
覧

△
全
会
一
致
で
承
認
・
可
決
し
た
議
案
▽

■
提
案
理
由
説
明
（
要
旨
）

第
５
回
市
議
会
定
例
会
（
12
月
２
日
か
ら

16
日
）
の
提
出
議
案
は
、
専
決
処
分
の
報
告

５
件
、
条
例
の
一
部
改
正
５
件
、
新
市
建
設

計
画
の
変
更
１
件
、
公
の
施
設
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
10
件
、
市
道
０
１
３
９
号
線

工
事
等
委
託
契
約
の
一
部
変
更
１
件
、
損
害

賠
償
額
の
決
定
１
件
、
茨
城
租
税
債
権
管
理

機
構
規
約
の
一
部
変
更
に
関
す
る
協
議
１

件
、
令
和
６
年
度
補
正
予
算
５
件
、
合
わ
せ

て
29
件
で
す
。

な
お
、
補
正
予
算
は
、
新
総
合
体
育
館
建

築
工
事
費
に
係
る
継
続
費
の
変
更
、
市
道

０
１
３
９
号
線
整
備
事
業
の
減
額
等
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

宮田　達夫 市長

第
５
回
市
議
会
定
例
会

議　

案　

名

付
託
委
員
会

議
決
結
果

報
告
第
19
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
和
解
及
び
損
害
賠
償

額
の
決
定
に
つ
い
て
）

本
会
議

報　
　

告

報
告
第
20
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
和
解
及
び
損
害
賠
償

額
の
決
定
に
つ
い
て
）

本
会
議

報　
　

告

報
告
第
21
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
和
解
に
つ
い
て
）

本
会
議 

報　
　

告

報
告
第
22
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
和
解
に
つ
い
て
）

本
会
議 

報　
　

告

議
案
第
23
号

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
令
和

６
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）） 

本
会
議 

原
案
承
認

議
案
第
76
号

常
陸
太
田
市
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
77
号

常
陸
太
田
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

総　
　

務

原
案
可
決

議
案
第
78
号

常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
80
号

常
陸
太
田
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
82
号

常
陸
太
田
市
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
83
号

常
陸
太
田
市
営
斎
場
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

文
教
民
生

原
案
可
決
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議
案
第
84
号

常
陸
太
田
市
営
里
美
斎
場
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
85
号

常
陸
太
田
市
里
美
カ
ン
ト
リ
ー
牧
場
及
び
里
美
温
泉

保
養
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
86
号

常
陸
太
田
市
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
87
号 

常
陸
太
田
市
西
金
砂
そ
ば
の
郷
及
び
西
金
砂
湯
け
む

り
の
郷
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
88
号 

常
陸
太
田
市
物
産
セ
ン
タ
ー
こ
め
工
房
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
89
号 

常
陸
太
田
市
金
砂
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
施
設
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
90
号 

常
陸
太
田
市
農
畜
産
物
等
加
工
施
設
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
91
号 

常
陸
太
田
市
温
水
プ
ー
ル
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
92
号 

市
道
０
１
３
９
号
線
工
事
等
委
託
契
約
の
一
部
変
更

に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
93
号 

損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
96
号 

令
和
６
年
度
常
陸
太
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
97
号 

令
和
６
年
度
常
陸
太
田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

文
教
民
生

原
案
可
決

議
案
第
98
号 

令
和
６
年
度
常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
案
第
99
号 

令
和
６
年
度
常
陸
太
田
市
下
水
道
事
業
等
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て 

産
業
建
設

原
案
可
決

議
員
提
案

第

６

号

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て 

本
会
議 

原
案
可
決

議
員
提
案

第

７

号

政
治
倫
理
条
例
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て 

本
会
議 

原
案
可
決

議
員
派
遣
に
つ
い
て

本
会
議 

原
案
可
決

△
賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
▽

議　

案　

名　

付　

託

委
員
会

審
査
結
果

宇野　隆子

髙木　　将

茅根　　猛

成井小太郎

深谷　秀峰

益子　慎哉

平山　晶邦

深谷　　渉

藤田　謙二

菊池　勝美

小室　信隆

森山　一政

鴨志田　悟

根本　　仁

議
決
結
果

議
案
第
79
号

常
陸
太
田
市
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

産
業
建
設
原
案
可
決

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

○

○

○

原
案
可
決

議
案
第
81
号

常
陸
太
田
市
新
市
建
設
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

総　
　

務
原
案
可
決

×

×

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

○

○

○

原
案
可
決

議
案
第
94
号

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
規
約
の
一
部
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て 

総　
　

務
原
案
可
決

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

欠

○

○

○

原
案
可
決

議
案
第
95
号

令
和
６
年
度
常
陸
太
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

総　
　

務
原
案
可
決

×

×

○

○

×

×

○

○

○

○

欠

×

○

×

原
案
可
決

　
【
○
：
賛
成　

×
：
反
対　

欠
：
欠
席
】

　

※
議
長
の
表
決
権
：
過
半
数
議
決
の
場
合
、
議
長
に
は
表
決
権
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
賛
成
・
反
対
が
同
数
の
場
合
、
可
決
か
否
決
か
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
裁
決
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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県
等
が
開
催
す
る
Ｄ
Ｘ
関
係
研
修
へ
の

派
遣
や
庁
内
研
修
の
実
施
等
に
よ
り
育

成
を
図
っ
て
お
り
、
延
べ
約
６
７
０
人

の
職
員
が
参
加
し
て
い
る
。
組
織
体
制

に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
室
を

中
心
と
し
て
全
庁
的
・
横
断
的
に
取
り

組
み
Ｄ
Ｘ
推
進
を
図
っ
て
い
る
。
現
状

の
取
組
は
行
政
情
報
ア
プ
リ
「
じ
ょ
う

づ
る
さ
ん
ナ
ビ
」
や
県
内
唯
一
の
２
つ

の
支
払
い
方
法
を
備
え
た
デ
ジ
タ
ル
地

域
通
貨
ア
プ
リ
の
運
用
な
ど
が
あ
る
。

　

ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
は
、
各
種
業
務

に
合
わ
せ
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ

ト
の
作
成
が
容
易
な
こ
と
等
、
業
務
の

効
率
化
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
、
ソ
フ

ト
作
成
及
び
操
作
に
係
る
研
修
会
を
開

催
し
た
。
今
後
は
、
運
用
後
の
状
況
を

確
認
し
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

能
登
半
島
地
震
で
断
水
の
状

況
下
に
お
い
て
有
効
だ
っ
た

の
が
、ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
で
あ
っ
た
。

衛
生
的
で
安
全
な
ト
イ
レ
環
境
の
確
保

は
、
被
災
者
の
健
康
維
持
を
図
る
上
で

非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
平
時
は

市
内
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
利
用
で
き
る
ト

市
民
の
利
便
性
向
上
と
職
員

の
業
務
の
効
率
化
の
た
め
に

は
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
と
Ｄ
Ｘ
推
進

の
全
庁
的
な
組
織
体
制
が
必
要
で
あ
る

が
、
そ
の
現
状
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、

現
在
の
Ｄ
Ｘ
推
進
の
取
組
状
況
と
Ｄ
Ｘ

推
進
の
１
つ
の
手
法
と
し
て
、
自
前
で

業
務
ア
プ
リ
を
開
発
で
き
る
ノ
ー
コ
ー

ド
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
ア
プ
リ
開
発
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

企
画
部
長
　
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
に
つ
い
て
は
、
国
・

深谷　渉
議員

問１

自
治
体
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
欠
か
せ
な
い
人
材
育
成
と
組
織
体
制
は

問２

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
は

問２

答１

答２
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
導
入
の
お
考
え
を
伺

い
た
い
。総

務
部
長
　
災
害
時
の
ト
イ

レ
環
境
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

仮
設
ト
イ
レ
の
保
有
な
ど
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
ほ
か
、
令
和
６
年
度
に
は
使

い
捨
て
の
携
帯
用
ト
イ
レ
４
５
０
０
個

を
購
入
し
た
。
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の

導
入
は
保
管
場
所
や
維
持
管
理
費
な
ど

課
題
も
あ
り
、
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

問１

【深谷　渉 議員　質問事項】
●DX推進について    
●GIGAスクール端末について
●婚姻届の記入例について
●防災・減災対策について

の
搬
送
件
数
が
多
い
。
日
立
市
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
良
く
な
る
市
道
０
１
３
９
号

線
の
整
備
は
常
陸
太
田
市
民
の
命
が
懸

か
っ
て
い
る
道
路
整
備
だ
と
思
う
。
ま

た
、
本
市
の
地
域
振
興
の
面
か
ら
も
必

要
な
道
路
と
な
る
。
市
道
０
１
３
９
号

線
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

建
設
部
長　

工
事
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
は
、
四
季
の
丘

は
た
そ
め
地
区
か
ら
真
弓
町
地
内
の
ト

ン
ネ
ル
入
口
ま
で
の
延
長
約
２
９
５
０

ｍ
の
う
ち
、
工
事
に
着
手
し
て
い
る
区

間
は
約
１
３
４
０
ｍ
と
な
り
、
そ
の
割

合
は
約
45
％
と
な
っ
て
い
る
。
市
民
へ

の
説
明
会
等
も
平
成
29
年
度
か
ら
11
回

開
催
し
て
い
る
。
全
体
事
業
費
は
当
初

想
定
し
た
１
２
５
億
円
か
ら
２
６
４
億

円
と
大
き
く
増
額
す
る
見
込
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
や
県
の
補
助
金
、
合
併

特
例
債
や
新
た
な
起
債
事
業
な
ど
に
よ

り
財
源
確
保
に
努
め
る
。

　

市
道
０
１
３
９
号
線
は
高
齢
化
が
進

む
本
市
に
お
い
て
、
日
立
市
へ
の
救
急

常
陸
太
田
市
は
救
急
医
療

体
制
が
脆
弱
な
地
域
で
あ

る
。
令
和
５
年
の
救
急
搬
送
件
数
は

２
２
３
９
件
で
、
そ
の
う
ち
市
内
の
病

院
へ
は
６
１
４
件
、
市
外
の
病
院
に
は

１
６
２
５
件
を
救
急
搬
送
し
て
い
る
。

そ
の
割
合
は
市
内
の
病
院
が
27
・
４
％
、

日
立
市
の
病
院
へ
は
25
・
１
％
で
あ
り
、

心
疾
患
や
脳
疾
患
、
交
通
事
故
の
被
害

者
な
ど
重
篤
な
患
者
や
急
を
要
す
る
患

者
ほ
ど
日
立
市
の
病
院
へ
搬
送
さ
れ
て

い
る
。
特
に
、
日
製
日
立
総
合
病
院
へ

【平山 晶邦 議員　質問事項】
●市道 0139 号線について  

問１

問１

日
立
市
へ
つ
な
が
る
市
道
０
１
３
９
号
線
の
早
期
整
備
を  

答１

医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、

市
民
の
救
命
率
向
上
が
期
待
さ
れ
る
ほ

か
、
日
立
市
へ
の
通
勤
通
学
や
、
東
部

土
地
区
画
整
理
事
業
地
へ
の
利
便
性
が

向
上
す
る
な
ど
大
変
重
要
な
道
路
と
捉

え
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
は
新
た
に

市
道
０
１
３
９
号
線
整
備
推
進
室
を
設

け
事
業
の
推
進
・
強
化
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
県
や
日
立

市
と
連
携
し
情
報
共
有
を
図
り
な
が

ら
、
令
和
11
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て

い
く
。

平山　晶邦
議員
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新
総
合
体
育
館
の
目
玉
と
し

て
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
競
技
及
び

大
会
の
招
致
が
当
初
か
ら
構
想
さ
れ
て

い
た
が
、
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
公

式
戦
は
収
容
人
数
の
規
定
に
よ
り
招
致

不
可
能
と
な
り
、
計
画
は
根
底
か
ら
崩

れ
て
い
る
。
計
画
変
更
へ
の
議
論
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

市
長　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
交
流
戦
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
公
式
戦
等
の
招
致
に
向
け
て
関
係
団

体
に
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

文
科
省
は
10
月
、
小
中
学
校

の
不
登
校
児
童
生
徒
数
が
11

年
連
続
増
加
し
、
初
め
て
30
万
人
を
超

え
、
い
じ
め
は
73
万
件
余
り
で
過
去
最

多
と
な
っ
た
と
２
０
２
３
年
度
の
全
国

自
治
体
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
公
表
し

た
。
私
は
こ
の
結
果
に
対
し
て
衝
撃
を

も
っ
て
受
け
止
め
た
。
本
市
の
調
査
結

果
に
つ
い
て
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
休

む
こ
と
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
権

利
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
見

解
、
相
談
体
制
の
状
況
と
充
実
、
民
間

の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
へ
の
公
的
支

援
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

教
育
長　

不
登
校
児
童
生
徒

数
は
１
２
３
人
、
い
じ
め
は

４
１
９
件
が
認
知
さ
れ
、
４
１
７
件
が

解
消
し
て
い
る
。
子
ど
も
も
保
護
者
も

孤
立
せ
ず
、
不
安
に
な
ら
ず
、
将
来
に

向
け
自
分
ら
し
く
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
専
門
家

を
配
置
、
令
和
６
年
度
か
ら
市
費
で
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
２
人

問１

【宇野　隆子 議員　質問事項】
●東海第二原発の再稼働問題について   
●不登校・いじめの解決策について 
●小中学校の給食費の無償化について 
●水道事業の広域化について 

増
員
し
相
談
体
制
を
整
え
た
。
学
校
と

民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
連
携
方
策
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
公
的
支
援

と
し
て
は
県
事
業
を
紹
介
し
て
い
る
。 

成
長
期
の
子
ど
も
の
健
康
と

人
間
的
発
達
を
保
障
す
る
学

校
給
食
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
学
校
給
食
費
の
無
償
化

は
給
食
費
が
払
え
な
い
、
家
計
を
圧
迫

し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
親
も
子
も
つ
ら

い
思
い
を
す
る
こ
と
が
な
く
な
る
。
学

校
給
食
費
の
無
償
化
は
全
国
自
治
体
の

約
３
割
、
５
４
７
自
治
体
ま
で
広
が

り
、
無
償
化
す
る
自
治
体
が
相
次
い
で

い
る
。
本
市
で
は
い
ち
早
く
半
額
助
成

を
実
施
し
て
い
る
が
、
学
校
給
食
費
無

償
化
に
対
す
る
考
え
方
と
無
償
化
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

教
育
長　

子
育
て
支
援
策
と

し
て
小
中
学
生
の
給
食
費
の

２
分
の
１
減
免
、
食
材
費
の
値
上
が
り

分
を
市
が
負
担
し
て
い
る
。
無
償
化
は

国
が
取
り
組
む
べ
き
事
案
で
あ
り
、
今

後
も
国
に
要
望
し
て
い
く
。

問２

答２

答１

問１

不
登
校
・
い
じ
め
は
子
ど
も
に
向
き
合
い
解
決
の
道
を

問２

今
こ
そ
小
中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
を

宇野　隆子
議員

入
札
へ
の
応
札
企
業
ゼ
ロ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
リ
ボ
ン
ビ

ジ
ョ
ン
の
削
除
や
、
屋
根
の
構
造
体
等

の
設
計
変
更
、
設
備
費
の
外
構
工
事
費

ヘ
付
け
替
え
な
ど
し
て
も
な
お
、
見
積

額
が
７
億
５
千
万
円
増
額
と
な
っ
た
。

財
源
に
９
月
の
市
長
答
弁
で
触
れ
て
い

な
い
合
併
特
例
債
と
一
般
財
源
の
増
額

が
含
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長　

確
か
に
一
般
財
源
や

起
債
の
発
言
は
し
て
い
な
い

が
、
議
会
と
相
談
し
な
が
ら
予
算
を
確

保
す
る
趣
旨
の
答
弁
で
あ
り
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。  

事
業
費
増
額
に
係
る
議
会
へ

の
説
明
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　

令
和
３
年
２
月

に
事
業
費
46
億
円
と
お
示
し

し
た
が
、
令
和
４
年
10
月
に
資
材
高
騰

等
で
体
育
館
整
備
が
61
億
円
（
道
路
等

含
む
全
体
事
業
費
68
億
円
）、
令
和
５

年
１
月
に
体
育
館
整
備
65
億
６
千
万
円

（
全
体
72
億
６
千
万
円
）、
令
和
６
年
３

【髙木　将 議員　質問事項】
●新総合体育館建設事業について   

月
に
体
育
館
整
備
67
億
７
千
万
円
（
全

体
73
億
７
千
万
円
）
と
説
明
し
た
。
同

年
８
月
の
入
札
不
調
で
設
計
を
見
直

し
、
７
億
５
千
万
円
増
と
供
用
開
始
の

１
年
延
長
を
11
月
に
報
告
し
て
い
る
。

工
事
完
了
後
の
年
間
維
持
管

理
費
等
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

教
育
部
長　

現
在
精
査
中
だ

が
、
指
定
管
理
者
制
度
で
効

率
化
・
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
、
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
採
用
等
で
経
費
削
減
を
図
る
。

髙木　将
議員

問1-1

問1-2

答1-1

答1-3

答1-4

問1-3

問1-4

答1-2

問１

新
総
合
体
育
館
建
設
事
業
に
つ
い
て 
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高
齢
化
が
進
み
、
今
後
増
加

が
予
想
さ
れ
る
本
市
の
要
介

護
認
定
業
務
は
、
今
ま
で
以
上
に
見
通

し
を
も
っ
て
計
画
的
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
。
さ
ら
に
急
を
要
す
る
よ
う
な
個

別
案
件
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
要

介
護
認
定
の
一
層
の
迅
速
化
・
適
正
化

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

保
健
福
祉
部
長　

迅
速
化
を

図
る
た
め
に
、
先
行
自
治
体

の
取
組
事
例
や
関
係
機
関
の
意
見
を
参

考
に
更
新
申
請
の
有
効
期
間
の
さ
ら
な

る
延
長
を
検
討
し
た
い
。
さ
ら
に
、
主

治
医
意
見
書
作
成
の
迅
速
化
に
向
け

て
、
医
療
機
関
等
へ
協
力
を
働
き
か
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
国
に
お

け
る
令
和
６
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
規
制
改
革
実
施
計
画
に
お
い
て
示
さ

れ
た
介
護
認
定
の
簡
素
化
の
拡
大
、
Ａ

Ｉ
に
よ
る
判
定
の
活
用
、
主
治
医
意
見

書
の
申
請
時
提
出
と
い
っ
た
要
介
護
認

定
の
迅
速
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
参

考
に
必
要
な
措
置
を
取
り
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
等
が
適
切

に
利
用
開
始
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み

問１

【鴨志田　悟 議員　質問事項】
●要介護認定の迅速化・適正化について  
●不法投棄への対策について 
●中学校部活動の在り方について 

た
い
。

不
法
投
棄
の
問
題
は
、
小
さ

な
問
題
か
ら
適
切
に
対
応
し

な
け
れ
ば
、
土
壌
汚
染
や
水
質
汚
染
の

問
題
を
は
じ
め
、
市
民
が
安
全
・
安
心

に
生
活
す
る
上
で
支
障
を
も
た
ら
す
危

険
性
が
常
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
市
の

不
法
投
棄
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

 

市
民
生
活
部
長　

一
般
廃
棄

物
の
不
法
投
棄
対
策
と
し
て
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
り
目
視
確
認
で
き
る
不
法
投
棄

物
は
即
時
に
回
収
し
て
い
る
。
さ
ら
に

不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
を
図
る
た
め
、

不
法
投
棄
禁
止
の
看
板
の
支
給
や
設
置

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
規
模
な
不

法
投
棄
が
行
わ
れ
た
箇
所
に
は
監
視
カ

メ
ラ
の
設
置
及
び
不
法
投
棄
監
視
中
の

看
板
を
設
置
し
、
対
策
を
強
化
し
て
い

る
。
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
対
策
は

茨
城
県
の
所
管
で
あ
る
が
、早
期
発
見
・

解
決
に
向
け
た
連
携
を
引
き
続
き
進
め

た
い
。

答１

問２答２

問１

要
介
護
認
定
の
一
層
の
迅
速
化
・
適
正
化
を

問２

一
般
廃
棄
物
や
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
対
策
は

鴨志田　悟
議員

り
、「
特
定
空
家
等
」
と
認
定
さ
れ
る

前
段
階
の
「
管
理
不
全
空
家
」
に
つ
い

て
も
、
自
治
体
か
ら
の
勧
告
を
受
け
た

場
合
に
、
固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
の

特
例
解
除
の
対
象
と
な
っ
た
。
今
後
の

対
応
に
当
た
っ
て
は
、
所
有
者
等
に
対

し
、
同
法
改
正
に
よ
る
制
度
の
周
知
に

加
え
指
導
も
行
う
が
、
改
善
が
見
ら
れ

な
い
場
合
、
同
法
に
基
づ
く
勧
告
を
行

い
、
固
定
資
産
税
の
住
宅
用
地
の
特
例

解
除
を
行
う
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
、
関
係
各
課
と
連
携
を
図
り
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。

側
溝
や
水
路
は
大
雨
の
と
き

の
排
水
設
備
と
し
て
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
が
、
土
が
詰
ま
っ

て
草
が
生
え
、
木
の
よ
う
に
な
っ
た
り

し
て
い
る
所
が
あ
る
。
道
路
脇
の
側
溝

や
水
路
の
状
態
の
把
握
と
整
備
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

建
設
部
長　

平
常
時
は
、
職

員
が
路
面
の
異
常
等
と
併
せ

て
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
蓋
の
あ
る
側
溝
内
部
に
つ

い
て
は
、
町
会
長
か
ら
の
要
望
書
の
提

改
正
「
空
家
等
対
策
特
別
措

置
法
」
で
は
、
周
囲
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
「
特
定
空
家
」
に
な
る
前

段
階
で
「
管
理
不
全
空
家
」
に
指
定
し
、

適
切
な
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
た
。
具
体
的
な
成
果
を
上
げ
や

す
い
も
の
に
法
改
正
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

市
民
生
活
部
長
　
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ

根本　仁
議員

【根本　仁 議員　質問事項】
●空き家対策について  
●災害対策に係る施設管理について 
●福祉行政について 

問１

法
改
正
後
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問２

道
路
脇
の
側
溝
及
び
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

問２

答１

答２

出
を
受
け
、
職
員
に
よ
る
現
地
確
認
を

し
て
い
る
。
大
雨
や
台
風
の
発
生
時
に

は
、
市
建
設
防
災
協
議
会
と
の
協
定
に

基
づ
き
、
建
設
事
業
者
や
職
員
が
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
土
砂
堆
積
や
損
壊
箇

所
等
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。
ま

た
、
市
民
か
ら
直
接
連
絡
を
頂
い
た
場

合
も
、職
員
に
よ
る
現
地
確
認
に
よ
り
、

状
況
の
早
期
把
握
に
努
め
て
い
る
。
状

況
把
握
後
、
軽
微
な
内
容
は
市
の
補
修

班
が
補
修
を
行
い
、
そ
れ
以
外
は
建
設

事
業
者
へ
依
頼
し
て
い
る
。

問１
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委員長　益子　慎哉　　副委員長　茅根　　猛
委　員　深谷　　渉　　委　　員　小室　信隆
　〃　　森山　一政　　　　〃　　　根本　　仁

議　案　質　疑

議案質疑とは、本会議での議案の説明だけでは分からないことを質問する行為のことです。

 議案第 95 号　令和 ６ 年度常陸太田市一般会計補正予算（第 ６ 号）について 
（一般会計歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ 2 億 8,146 万 6 千円を減額し、総額を 326 億 6,476
万 9 千円とするもの）

問１

問２

10 月 1 日付けで職員採用を行った背景について伺いたい。

地域医療介護総合確保基金事業におけるグループホームへの補助金の基準額の増額の内訳について
伺いたい。

答１

答２

令和 6 年 4 月 1 日の職員採用において、事務職、保健師、保育教諭及び消防職で合計 25 人を採用
する計画であったが、採用辞退により 17 人の採用にとどまったため、10 月 1 日の職員採用に向け
た試験を実施し、 7 人を採用したところである。

地域医療介護総合確保基金事業については、施設整備のための助成事業と、施設開設準備のための
支援事業の 2 つの補助金があり、施設整備のための「地域密着型サービス等整備助成事業費補助
金」については、1 施設あたりの基準額が令和 5 年度の 3,360 万円から令和 6 年度は 3,960 万円と、
600 万円増額されたものである。次に、施設開設に向けた「介護施設等の施設開設準備経費等支援
事業費補助金」については、定員 1 人あたりの基準額が令和 5 年度の 83 万 9 千円から令和 6 年度
は 98 万 9 千円と、15 万円増額され、今回の整備が 9 人分の増設となることから、135 万円の増額
となり、合わせて 735 万円の増額となるものである。

10 月 21 日に、第５回市議会定例会の会期等
について審議を行いました。11 月 20 日には、
第１日の日程、議案等付託委員会、一般質問・議
案質疑の通告期限及び一般質問の方法・時間制限
について、12 月２日には一般質問通告者につい
て、12 月 11 日には、最終日の日程や議員提案
について、審議を行いました。

11 月 20 日、議員研修会として、建設が進む市
道 0139 号線の工事現場を視察しました。この路
線は本市と日立市を結ぶ路線であり、本市には三
次救急に対応できる医療機関が無く、日立地域内
の高度医療体制が整った病院に搬送せざるを得な
いため、整備するものです。さらには、新たな商
業施設の拠点となる東部土地区画整理事業地への
アクセス道路としての役割も期待されています。
工事状況について執行部から説明を受け、理解を
深めることができました。

議 会 運 営 委 員 会市道 0139号線を視察

高貫町地内
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質
的
な
負
担
額
や
将
来
の
財
政
運
営
に
向

け
た
展
望
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

新
総
合
体
育
館
新
築
工
事
に
つ
い
て

は
、
事
業
費
約
70
億
円
の
う
ち
、
市
の

実
質
的
な
負
担
額
は
、
30
年
間
の
償
還

期
間
の
総
額
で
約
13
億
円
で
あ
る
。
市

道
０
１
３
９
号
線
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
事
業
費
約
２
６
４
億
円
の
う
ち
、
市

の
実
質
的
な
負
担
額
は
、
30
年
間
の
償
還

期
間
の
総
額
で
約
42
億
円
を
見
込
ん
で
い

る
。
な
お
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
将
来
的
な

本
市
の
財
政
運
営
に
向
け
た
影
響
に
つ
い

て
、
実
質
公
債
費
比
率
は
令
和
17
年
度
が

ピ
ー
ク
で
９
・
６
％
、
将
来
負
担
比
率
は

令
和
11
年
度
が
ピ
ー
ク
で
81
・
３
％
と
見

込
ん
で
お
り
、
い
ず
れ
も
国
の
基
準
で
あ

る
25
％
と
３
５
０
％
を
大
き
く
下
回
る
と

試
算
さ
れ
る
。
ま
た
、
公
債
費
負
担
比
率

は
、
ピ
ー
ク
と
な
る
令
和
17
年
度
に
お
い

て
も
、
注
意
を
要
す
る
と
さ
れ
る
15
％
を

下
回
る
14
・
７
％
と
見
込
ん
で
お
り
、
こ

れ
ら
の
状
況
か
ら
、
財
政
的
に
も
十
分
実

施
可
能
な
レ
ベ
ル
に
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
今
後
も
事
業
の
実
施
に
向

け
コ
ス
ト
縮
減
等
に
努
め
、
そ
の
他
の
市

の
事
業
を
含
め
て
一
般
財
源
か
ら
の
歳
出

抑
制
に
努
め
、
将
来
負
担
の
軽
減
も
し
っ

か
り
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

議
案
第
97
号　

令
和
６
年
度
常
陸
太

田
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

（
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
３
６
２
万
４
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
62
億
７
３
５
７

万
８
千
円
と
す
る
も
の
）

新
総
合
体
育
館
の
工
事
費
や
工
事
期

間
の
さ
ら
な
る
増
額
や
延
長
の
可
能
性
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

工
事
費
に
つ
い
て
は
、
入
札
予
定
日

ま
で
の
価
格
高
騰
を
考
慮
し
た
積
算
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
工
事
期
間
に
つ
い

て
は
働
き
方
改
革
を
考
慮
し
、
週
休
２
日

を
含
め
た
工
期
算
定
を
行
っ
て
お
り
問
題

な
い
と
考
え
て
い
る
。

新
総
合
体
育
館
や
市
道
０
１
３
９
号

線
に
係
る
事
業
の
補
正
に
関
し
、
市
の
実

議
案
第
95
号　

令
和
６
年
度
常
陸
太

田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

に
つ
い
て

（
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
１

４
６
万
６
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を

３
２
６
億
６
４
７
６
万
９
千
円
と
す

る
も
の
）

議
案
第
82
号　

常
陸
太
田
市
高
齢
者

生
産
活
動
セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て 

（
常
陸
太
田
市
高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン

タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
公
益
社
団
法

人
常
陸
太
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
指
定
す
る
も
の
）

総
務
委
員
会

総
務
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一
部
改

正
１
件
、
計
画
の
変
更
１
件
、
規
約
の

一
部
変
更
に
関
す
る
協
議
１
件
、
補
正

予
算
１
件
、合
計
４
件
の
審
査
を
行
い
、

付
託
さ
れ
た
４
議
案
を
原
案
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
た
。 

▼
主
な
質
疑
応
答

▼
主
な
質
疑
応
答

指
定
期
間
を
１
年
と
し
た
の
は
い
つ

か
ら
な
の
か
。
ま
た
、
現
在
の
業
務
内
容

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

令
和
２
年
度
か
ら
指
定
期
間
を
１
年

と
し
て
お
り
、
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
現
在
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、

わ
ら
を
利
用
し
た
し
め
縄
や
し
め
飾
り
を

作
る
生
産
部
会
と
漬
物
や
み
そ
を
造
る
加

工
部
会
が
活
動
し
て
い
る
。

「
市
町
村
特
別
給
付
費
」
の
介
護
用

品
購
入
助
成
事
業
費
１
０
０
１
万
８
千
円

の
補
正
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

本
事
業
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度

ま
で
介
護
保
険
法
の「
地
域
支
援
事
業
費
」

と
し
て
要
介
護
３
以
上
の
方
を
対
象
に
紙

お
む
つ
購
入
費
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
き

た
が
、
令
和
６
年
度
は
「
市
町
村
特
別
給

付
費
」
と
し
て
対
象
者
に
要
介
護
１
と
要

介
護
２
の
方
を
加
え
、
紙
お
む
つ
、
尿
取

り
パ
ッ
ト
、
使
い
捨
て
手
袋
、
お
し
り
ふ

き
を
対
象
品
目
と
し
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

当
初
予
算
に
お
け
る
利
用
対
象
者
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
等
か
ら
、
要

介
護
１
か
ら
要
介
護
５
ま
で
の
１
９
３
人

と
見
込
ん
で
い
た
が
、
利
用
決
定
者
が
現

在
７
３
５
人
と
大
幅
に
増
え
て
い
る
こ
と

か
ら
補
正
に
至
っ
た
状
況
で
あ
る
。

【
委
員
会
構
成
】

答

問

問
【
委
員
会
構
成
】

文
教
民
生
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
４

件
、
補
正
予
算
２
件
、
合
計
７
件
の
審

査
を
行
い
、
付
託
さ
れ
た
７
議
案
を
全

会
一
致
に
よ
り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
た
。

文
教
民
生
委
員
会

問問 答

答

答

委
員
長

委

員

深
谷 　

渉

深
谷 

秀
峰

副
委
員
長

〃

鴨
志
田 

悟

平
山 

晶
邦

委　

員
茅
野　

 

猛

委
員
長

委

員

小
室 

信
隆

髙
木 　

将

副
委
員
長

〃

根
本 　

仁

菊
池 

勝
美

委　

員
宇
野 

隆
子
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産
業
建
設
委
員
会
で
は
、
条
例
の
一

部
改
正
３
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
６

件
、
工
事
等
委
託
契
約
の
一
部
変
更
１

件
、
損
害
賠
償
額
の
決
定
１
件
、
補
正

予
算
２
件
、
合
計
13
件
の
審
査
を
行
い
、

付
託
さ
れ
た
13
議
案
を
全
会
一
致
に
よ

り
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

議
案
第
86
号　

常
陸
太
田
市
総
合
交

流
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

（
常
陸
太
田
市
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
指
定
管
理
者
を
一
般
財
団
法
人

里
美
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
に
指
定
す

る
も
の
）

議
案
第
90
号　

常
陸
太
田
市
農
畜
産

物
等
加
工
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

（
常
陸
太
田
市
農
畜
産
物
等
加
工
施

設
の
指
定
管
理
者
を
一
般
財
団
法
人

里
美
ふ
る
さ
と
振
興
公
社
に
指
定
す

る
も
の
）

議
案
第
93
号　

損
害
賠
償
額
の
決
定

に
つ
い
て

（
令
和
６
年
５
月
23
日
に
発
生
し
た

水
道
漏
水
事
故
の
損
害
賠
償
額
を
決

定
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
）

▼
主
な
質
疑
応
答

指
定
期
間
を
１
年
と
し
た
理
由
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

公
共
施
設
等
再
配
置
計
画
に
お
い

て
、
令
和
９
年
３
月
ま
で
に
施
設
の
複
合

化
、
他
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
の
代
替
を
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
小
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
機
能
の
移
転
先
、
高
齢
者
生
産
活
動
セ

ン
タ
ー
の
代
替
施
設
と
し
て
の
検
討
を
進

め
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

現
在
の
製
造
体
制
と
勤
務
状
況
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

製
造
技
術
者
１
人
、嘱
託
１
人
、パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
３
人
の
計
５
人
で
製
造
し
て

お
り
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
週
５

日
勤
務
で
あ
る
。

損
害
賠
償
額
は
ど
の
よ
う
に
決
定
し

て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

保
険
支
払
基
準
に
基
づ
き
算
定
し
て

い
る
。

産
業
建
設
委
員
会

【
委
員
会
構
成
】

答

答答

問

問問

11 月20日、市議会議員全員で構成する常陸
太田市森林 ･ 林業 ･ 林産業活性化促進議員連盟
の研修会として、竹材粉砕機について説明を受
けました。竹材粉砕機は、市内の森林環境を整
備するため森林環境譲与税を活用して導入され
たもので、町会や森林ボランティア団体、竹林
を整備する方などを対象に、令和 ６ 年 ９ 月から
貸し出しが行われています。使用方法等につい
て執行部から説明を受け、理解を深めることが
できました。

竹材粉砕機の研修会を実施議 会 日 誌
10月15日 岐阜県揖斐郡大野町議会行政視察来市
　　17日 埼玉県白岡市議会行政視察来市・大分県別府市議会

行政視察来市
　　18日 千葉県山武郡横芝光町議会行政視察来市
　　21日 議会運営委員会・議会改革推進会議・全員協議会・

広報委員会・県北市議会議長会定例会
　　22日 総務委員会所管事務調査（22日～24日）
　　24日 岐阜県中津川市議会行政視察来市
　　25日 茨城県市議会議長会定例会
　　30日 文教民生委員会所管事務調査（30日～11月 1 日）
11月 6 日 福井県坂井市議会行政視察来市・産業建設委員会所

管事務調査（ 6 日～ 8 日）
　　 8 日 香川県三豊市議会行政視察来市
　　13日 産業建設委員会協議会・議会改革推進会議・文教民

生委員会協議会
　　14日 議会運営委員会所管事務調査（14日～15日）
　　18日 茨城県市議会議長会第 1 回議員研修会（18日～19日）
　　20日 議会運営委員会・全員協議会・常陸太田市森林・林

業・林産業活性化促進議員連盟研修会・議員研修会
12月 2 日 本会議（開会・議案説明）・議会運営委員会
　　 4 日 本会議（一般質問）
　　 5 日 本会議（一般質問）
　　 6 日 本会議（議案質疑）・総務委員会協議会・文教民生

委員会協議会・産業建設委員会協議会
　　 9 日 総務委員会
　　10日 文教民生委員会
　　11日 議会改革推進会議・産業建設委員会・議会運営委員

会・全員協議会・議員勉強会
　　16日 本会議（委員長報告・採決・閉会）

委
員
長

委

員

森
山 

一
政

益
子 

慎
哉

副
委
員
長

〃

成
井
小
太
郎

藤
田 

謙
二

委　

員
高
星 

勝
幸
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月　日 議会名 主 な 視 察 項 目

10月15日（火） 岐阜県揖斐郡大野町議会 廃校後の学校利活用について

10月17日（木） 埼玉県白岡市議会 自動運転 EV バスの実証実験について

10月17日（木） 大分県別府市議会 廃校の利活用について

10月18日（金） 千葉県山武郡横芝光町議会 東部土地区画整理事業への取組について

10月24日（木） 岐阜県中津川市議会 「地域の人事部」構想に関する取組について

11月 ６ 日（水） 福井県坂井市議会 常陸秋そばの取組について

11月 8 日（金） 香川県三豊市議会 地域公共交通の再編について

行政視察にお越しいただきました

　12月定例会では、中学生や高校生が本会議を傍聴しました。そこで、常陸太田市議会がこれまで行って
きた、若い世代が議会や政治に関心を持つための取り組みについて解説します。

若い世代が議会や政治に関心を持つための市議会の取り組み若い世代が議会や政治に関心を持つための市議会の取り組みとは？とは？

　少子高齢化が進む日本においては、高齢者の人口が増える一方、若い世代の人口は減っています。このた
め若い世代の有権者数が少なくなり、その意見は政治に反映されにくくなります。若い世代の意見をもっと
政治に反映していくため、平成 27 年６月の公職選挙法改正により、選挙権年齢は「18 歳以上」と定めら
れました。
　常陸太田市議会では、若い世代の議会や政治への関心を高めるため、平成 27 年から高校生の議会傍聴を
進めてきました。さらに、令和５年９月には、市内の高校で「住みやすく、若者が集まる街づくり」をテー
マに議員と学生で対話集会を行いました。その後、対話集会に参加した高校の生徒会役員から通学路等に関
する要望書の提出があり、市議会としても現地調査を行い改善の必要性を認識したため、市長へ対応を申し
入れています。
　また、令和６年３月には、市制施行 70 周年・合併 20 周年を記念し、「令和６年二十歳のつどい」の実行
委員と「若者×市議会のわがまちトーク」と題して対談を行いました。対談に参加した議員からは、「新た
な視点が得られ、大いに刺激になった」との声がありました。常陸太田市議会では、今後も、若い世代が議
会や政治に関心を持つための取り組みを進めてまいります。
※出典：政府広報オンライン「若者の皆さん！あなたの意見を一票に！」https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201602/1.html
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令和６年第５回市議会定例会陳情・議員提案審査結果
陳 情

件　　　　名 提　　　出　　　者 結　果
【陳情第 4 号】 

臓器移植に関わる不正取引、非人道性が疑
われる国への渡航移植等を防止するための
法整備等を求める意見書提出の陳情

一般社団法人
中国における臓器移植を考える会
代表　丸山　治章

報　告

議員提案

件　　　　名 提　　　出　　　者 結　果

【議員提案第 6 号】 
議員定数等調査特別委員会の設置について

提出者　益子　慎哉
賛成者　茅根　　猛、深谷　　渉、小室　信隆、
　　　　森山　一政、根本　　仁

原案可決

【議員提案第 7 号】 
政治倫理条例調査特別委員会の設置について

提出者　益子　慎哉
賛成者　茅根　　猛、深谷　　渉、小室　信隆、
　　　　森山　一政、根本　　仁

原案可決

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
と

議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員
会
と

政
治
倫
理
条
例
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

政
治
倫
理
条
例
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置

市
議
会
で
は
、
第
５
回
市
議
会
定
例
会
最
終
日
（
12
月
16
日
）
に
、
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委
員

会
及
び
政
治
倫
理
条
例
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後
は
議
員
定
数
や
政
治
倫
理
条
例

等
に
つ
い
て
、
閉
会
中
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
別
委
員
会
に
お
い
て
継
続
し
て
調
査
を
行
い
ま
す
。

議員定数等調査特別委員会

政治倫理条例調査特別委員会

副委員長　髙木　将

副委員長　深谷　渉

鴨志田　悟

根本　仁

森山　一政

小室　信隆

藤田　謙二

菊池　勝美

深谷　秀峰

平山　晶邦

成井小太郎

宇野　隆子

委員長　茅根　猛

委員長　益子　慎哉
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議会を傍聴しませんか
3 月定例会会期日程（予定）

３月  ４日（火）午前 10 時 開会・議案説明
　　  ６日（木）午前 10 時 一般質問
　　  ７日（金）午前 10 時 一般質問

10 日（月）午前 10 時 議案質疑
11 日（火）午前 10 時 総務委員会
12 日（水）午前 10 時 文教民生委員会
13 日（木）午前 10 時 産業建設委員会
17 日（月）午前 10 時 予算特別委員会
18 日（火）午前 10 時 予算特別委員会
24 日（月）午前 10 時 委員長報告 ･ 採決 ･ 閉会

　本会議を傍聴される方は、市役所４

階議場前の傍聴受付で所定の用紙に住

所、氏名、年齢を記入し、傍聴券をお

受け取りください。傍聴する際には注

意事項をお守りください（委員会の傍

聴は許可制です。）。また、常陸太田市

議会では、本会議映像をインターネッ

トで配信しています。

編 

集 

後 

記

広
報
委
員
会

委
員
長
　
菊
池
　
勝
美

　
副
委
員
長
　
森
山
　
一
政

委
　
　
員
　
宇
野
　
隆
子

　

〃

　
成
井
小
太
郎

〃

　
深
谷
　
　
渉

　

〃

　
小
室
　
信
隆

〃

　
鴨
志
田
　
悟

議
会
だ
よ
り
№
１
７
９
で
は
、
第

５
回
市
議
会
定
例
会
の
主
な
内
容
を

掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
市
制
施
行
70
周
年
・
合

併
20
周
年
の
佳
節
の
年
で
あ
り
ま
し

た
。
消
防
出
初
式
か
ら
自
動
運
転 

Ｅ
Ｖ
バ
ス
じ
ょ
っ
ピ
ー
の
定
常
運
行

開
始
、
記
憶
と
記
録
に
残
っ
た
花
火

大
会
や
、
教
育
振
興
大
会
に
お
い
て

は
、
記
念
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
各
小

中
学
校
の
代
表
児
童
生
徒
が
30
年
後

の
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
封
入
し

ま
し
た
。

今
年
も
、
議
会
の
活
動
状
況
や
関

連
す
る
行
事
等
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
様
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
議
会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
、

広
報
委
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

太田西山高校・太田一高附属中の生徒が議会を傍聴

　第 ５ 回市議会定例会の本会議（一般質問）
を、12 月 ４ 日は太田西山高等学校の生徒会
役員が、12 月 ５ 日は太田第一高等学校附属
中学校の ３年生が傍聴しました。傍聴後のア
ンケートでは、「様々なことを話していて、
テレビで見ていたものとは少し違うと思っ
た。」「僕たちの知らない所で、こうやって話
し合っている議員の皆様はすごいなと思いま
した。」などの意見が寄せられました。
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